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精神神経科学講座教授（講座主任）候補者の公募期間の延長について（依頼） 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、本学では、精神神経科学講座教授（講座主任）候補者の推薦を依頼しておりまし

たが、このたび公募期間を延長することになりました。 

 つきましては、次ページに提示した“金沢医科大学が求める教員像”を踏まえ、精神神

経科学領域において豊富な臨床経験をもち、診療・研究はもとより学生の教育に十分理解

のある候補者をご推薦いただきますようお願いいたします。 

 なお、本学では、平成２９年４月１日から教授の任期制（任期５年）の導入をしており

ますことを申し添えます。 

謹白 

記 

１．提出書類 

(1)履歴書  １部 （様式１） 

(2)研究に関する実績  １部 （様式２） 

(3)IF、CI一覧  １部 （様式３） 

(4)教育に関する実績（実際の講義資料１点） １部 （様式４） 

(5)診療に関する実績 １部 （様式５） 

(6)管理運営 １部 （様式６） 

(7)推薦書                     １部 （様式７） 

(8)誓約書  １部 （様式８） 

(9)主な原著論文１０編の別刷 １部 

 

２．提出方法 

  上記１．(1)～(9)を下記のとおり提出してください。 

① (1)～(8)は、一つのPDFにした上で提出してください。 

②  (9)論文10編の別刷については、10編を一つのPDFにした上で提出してください。 

③ (1)～(9)の提出は、メール添付またはCD-R・USBメモリなどの記録媒体の郵送のい
ずれかでお願いします。 

④ (7)(8)は原本（押印・署名済）を郵送してください。 

⑤ 封筒には、「精神神経科学講座教授（講座主任）候補者応募書類在中」と朱書の
うえ、簡易書留など配達記録が残る方法で送付願います。 

 

  ※上記１．(1)～(9)を提出後、３日以内（土日祝日を除く）に本学から受信確認メー

ルが届かない場合は、下記４．問い合わせ先までご連絡ください。 



  ※提出資料は、原則として返却いたしません。本学にて責任をもって破棄いたします。 

３．提出期限 令和６年６月１７日（月）「必着」 

４．提出先および問い合わせ先  

         〒920-0293 石川県河北郡内灘町大学１丁目１番地 

金沢医科大学 医学部庶務課 

TEL：076-286-2211(内線22411)   

E-mail：syomuka@kanazawa-med.ac.jp 

※ 様式は、Ｅメールによりファイル形式（MS-WordおよびExcel）で送付いたしま

すので、上記メールアドレス宛にお申し込みください。 

 

５．選考内容・結果通知 

  第一次審査（書類審査）を経て、第二次審査（公開面接）を実施します。 

公開面接の日程等は、対象者に後日連絡いたします。 

また、選考結果は郵送等により書面にて通知いたします。 

６．その他 

 ①本学では男女共同参画を推進しています。教員公募においても女性教員の積極的

な応募を歓迎いたします。 

②本学は喫煙問題に正面から取り組んでおり、大学・病院敷地内に加え、敷地外周

辺（敷地に直接面する道路および近隣公園）も全面禁煙としています。 

  

＜金沢医科大学が求める教員像＞ 

 

金沢医科大学 教員像 

金沢医科大学の職員像を具現化するためには、組織人として一人ひとりの教員が教育力・研究力・組

織運営力・社会貢献力を最大限に発揮し、共通の目標に向かって、邁進する必要があります。そのため

に、ここに金沢医科大学の教員像を次のとおり明確にします。 

○本学における教員としての自己の立場や役割を理解し組織運営力を発揮できる 

私たち教員には、教育・研究・組織運営・社会貢献をする役割があります。これらの役割を果たす

には組織の中における自己の立場を理解し、自己に何ができるのか、常に問題意識を持ち、組織運営

に主体的に取り組み行動します。 

○本学の教員として教育力・研究力を発揮できる 

私たち教員は、医療人の育成と医学・看護学の発展に携わっています。その自覚と誇りを持ち、良

き医療人を育成するための教育力と医学・看護学発展のために研究力の向上を目指して日々の研鑽に

努めるとともにその能力の発揮に努めます。 

○本学の教員として社会貢献が発揮できる 

私たち教員は、提供する医療の質向上と医学・看護学の発展に努め、適切な医療の提供、健康維持、

疾病の予防を実践するために関係職者や地域住民などと協働し、社会貢献力の発揮に努めます。 

 

●本学ホームページ【金沢医科大学が求める教員像】、【金沢医科大学が求める教員像】 

http://www.kanazawa-med.ac.jp/information/staff.html 

http://www.kanazawa-med.ac.jp/information/staff.html

